
　法学部、商学部、国際コミュニ
ケーション学部の学生が学ぶ神田
キャンパスの見学会が７月２日（土）
に育友会主催で開催され、170 名
のご父母・保護者が参加しました。
Knowledge Base（図書館）や法
廷教室などの主要な施設を学生の
案内で見学した後は、学食でラン
チを楽しんでいただきました。

神田キャンパス見学会
主要施設を学生が案内

黒門ホール

学生ホール

案内をしてくれた学生スタッフ

法廷教室 黒門

SENDAI-Kaffee10号館３階

１号館地下１階 ２号館地下１階

10号館１階←�集合は黒門ホール。
講演会や会議などに
利用される場所。こ
こから８名程度のグ
ループに分かれて出
発

→�本格コーヒーが飲め
る学内にある喫茶
店。学生だけでなく
周辺住民も利用する

↑勉強や仲間との交流で過ごすスペース ↑�法廷を模した教室では、模擬裁判などが行われる ↑�専大通りに面して構える専大のシンボル「黒門」。
2010年に育友会が寄贈して復元した

ネットワーク
情報学部４年
前田莉帆さん

　緊張しましたが、保護者の方々
が優しく、しっかりと話を聞いて
くれたので、説明しているうちに、
こちらもどんどんと乗ってきまし
た。楽しかったです。
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　育友会の新旧役員歓送迎会が
６月 25 日（土）、神田キャンパ
ス 10 号館 16 階の相馬永胤記念
ホールで開催され、退任した常
任役員と父母幹事に大学及び育
友会から感謝状と記念品が贈ら
れました。この日、大学への目
録贈呈式も執り行われ、育友会
の継続事業である育友文庫充実
費 500 万円と防災用備蓄品 200
万円の寄付目録が、吉村信子育
友会長から松木健一理事長に手
渡されました。

神田キャンパス見学会
主要施設を学生が案内

新旧役員歓送迎会新旧役員歓送迎会

学生ラウンジ

Knowledge Base（図書館靖国通り分館）

UZUMAKI

SORA
MORI

10号館７階

10 号館 13・14 階 ←�知識を深める拠点として名付けられた図書館。落ち
着いて読書と勉強ができるよう、さまざまな趣向が
凝らされている

↓�見学会の後は、普段
学生たちが食べてい
る学食のメニューを
試食

↑�高さの違う木目調の本棚が
並び、まるで本の森に入り
込んだよう

←�窓の外には東京の
ビル群が見渡せ
る。手前は可動式
の書架

↑挨拶に立つ新常任役員（２年次）

↑退任役員に記念品と花束贈呈↑吉村育友会長から松木理事長に寄付目録贈呈

↑�入ってすぐの円形の本棚には資料が展示され、タ
ブレットで電子ブックを読むこともできる

法３男子の母・父
中村浩子さん　中村弘之さん

　コロナのため入学式に出られず、大学に
来たのは今回が初めてになります。息子が
どんなところで勉強しているか一度は見て
おきたいと思って長野から参加しました。
図書館がきれいで、利用者の創造性を掻き
立てるような環境が整っていると感じまし
た。こういう場でいろんな人の考えに触れ、
知見を広げてもらいたいです。
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↑「学生生活について」講演する国際コミュニケーション学部の備前徹教授

↑受付

↑挨拶を述べる松本支部長 ↑DVDを上映しながらの昼食会

↑個人面談

各地で開催！ 支部懇談会
教職員による講演、会員同士の交流に満足の声
　大学やご子女の修学状況についての情報を全国のご父母・保護者へ直接お届けする支部懇談会が７月 31日
（日）～９月４日（日）に開催されました。新型コロナウイルス感染症「第７波」の急拡大のため 12支部で
は中止となったものの、開催された55支部 49会場には合計1,108 名が参加されました。

群馬支部 ８月 21日（日）　
ホテル ラシーネ新前橋

　前橋市内のホテルを会場に開催
された群馬支部の支部懇談会には
25 組 34 名のご父母・保護者が参
加しました。開会の挨拶を松本恵
子支部長が述べた後、大学教職員
による講演（「学業について」「学
生生活について」「就職について」）
があり、その後、大学の様子を伝
える DVD を上映しながらの昼食
会、個人面談、ご父母・保護者に
よる情報・意見交換会が行われま
した。
　群馬支部では支部懇談会に先
立って７月に Zoom による交流会
を開催し、支部会員同士の交流を
図ったといいます。その交流会を
きっかけに支部懇談会の参加につ
なげることを目的としました。
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シブコン、つながる大切さを感じて

↑情報・意見交換会

各地で開催！ 支部懇談会
教職員による講演、会員同士の交流に満足の声

神奈川東西合同 ７月 31日（日）
専修大学生田キャンパス

　本部役員として神奈川東西合同の支部懇談会に参
加しました。前日準備と当日の２日にわたったお手
伝いで感じたのは「つながる大切さ」でした。
　私は受付と案内を担当しましたが、他にも会場係、
施設見学等、係は細かく分担されていました。
　今回は３年ぶりの開催ということで、在学生の支
部役員さんが少なく、そもそも支部懇談会を経験さ
れていない方もいるので、OB・OG の方々が大勢参
加されていました。
　聞けば、今年の 6 月頃にメールやラインでお手伝
いを打診され、快諾し、それからタイトなスケジュー
ルで打ち合わせを進めてきたとのことです。お子さ
んも卒業され、それぞれお忙しい毎日を過ごしてお
られることと思いますが、OB・OG の方々は労を惜
しまず率先して活動されていました。
　それは、在学中の支部活動が楽しかったのが今回
につながっていると、お話されていました。
　また、支部懇談会初参加の１年生のお母様は、入
学後にいただいた DVD を観ておらず、「今回初めて

参加者の声
　大学のことや就職のことを知
りたくて参加しました。教職員
からはとても参考になるお話を
聞けました。就職に関しては、
息子の意志を尊重しながら、親
としてサポートしていきたいと
思います。

法３男子の父　奥山恵治さん

育友会副会長　岸野雅子

シブコン
レポート

DVD を観て、大学のことを身近に感じられるいい内
容だったので、帰ったら子どもと話してみます」と
おっしゃっていました。
　このように支部懇談会は親と子と大学がつながる
きっかけにもなると実感しました。
　私たち本部役員は、大学と連携して育友会活動の
実務を担う立場にありますが、同時に一保護者であ
り、育友会員です。
　私は今回の支部懇談会参加を通じて、本部役員と
しては支部懇談会で感じたこと得たことを本部に持
ち帰り今後の活動に生かしていくこと、親としては
こうして子ども、大学、親同士のつながりを結ぶこ
とは我が子が充実した大学生活を送るために大切な
ことだと感じました。
　余談ですが、お手伝いの合間のおしゃべりで、支
部役員さんに私と同じ山が趣味の方がいて、今度鎌
倉の山を案内していただけるとのこと。私個人も新
しいつながりができました。Ｙさん、楽しみにして
います！

↑開催前の打ち合わせ ↑受付（中央が私）

※支部懇談会へ参加した本部役員のレポートです。
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千葉東支部 ８月 27 日（土）
ホテルポートプラザちば

　千葉みなと駅すぐ近く、海までも程近いホテル 
ポートプラザちばが会場となった千葉東支部懇談会
には 26 組 35 名のご父母・保護者が参加しました。
コロナ禍により過去２年間にわたり開催できなかっ
たため、今年の開催には、ノウハウを知る支部役員
OB・OG が協力されていました。
　10 時の開始とともにサークル中南米研究同好会の
学生による演奏が始まり、「コンドルは飛んでいく」
などラテン音楽の代表的な楽曲で会場を盛り上げま
した。
　その後、齊藤芳浩支部長が挨拶を述べ、大学の教
職員による講演が始まりました。昼食会は DVD を
上映しながら黙食で行われ、食事が終わってから各
テーブルで教職員を交えた交流が図られました。午
後には、グループ面談と個人面談が行われました。

↑大学を代表して文学部長の高岡貞夫教授が挨拶

↑DVDを上映しながらの昼食会

→�中南米研究同好会
のメンバー。「コ
ロナで演奏する場
が少なく、こうい
う機会をいただけ
たのはありがた
い」と語る
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有意義な大学生活を願う、保護者の思いに共感

←会場の前で

↑会場の様子

←個人面談
↓グループ面談

愛媛支部 ８月 7 日（日）
道後温泉大和屋本店

　３年ぶりに開催された愛媛支部懇談会に参加させ
ていただきました。
　今年の夏はコロナ第７波が流行したため、感染対
策を厳重にされている中で例年より時間を短縮して
の開催でした。私は、出発当日に空港でクイック
PCR 検査を受け、陰性を確認し、無事に愛媛まで到
着することができました。
　愛媛支部懇談会には８組 11 名が参加。まず谷﨑
聖仁支部長が挨拶され、その後、学業、学生生活、
就職について担当教授の講演。続いて職員がエクス
テンションセンターについて講演し、育友会の活動
について私が説明させていただきました。次に育友

育友会副会長　四宮織恵

シブコン
レポート

会製作の学生生活、就職についての DVD 鑑賞、グルー
プディスカッション、個人面談が行われました。
　特に印象に残ったのは、グループディスカッショ
ンです。保護者同士の交流が図られ、疑問点の解決
や単位取得、就職活動での新しい課題について発見
することができました。また、学生に有意義な大学
生活を送って欲しいという保護者の願いは、私も一
人の保護者として共感しました。
　育友会の活動もコロナ禍で停滞し、役員選出に苦
労されている支部も多いかと思います。各支部役員
の皆様の日頃の活動に感謝します。今後とも宜しく
お願いいたします。

↑教職員による講演

参加者の声
　教職員のお話やご父母との会話を通し大学の
雰囲気など知らないことをたくさん知れ、不安
を解消できました。学生が注意すべき詐欺被害
の話なども参考になりました。同じ大学に通う
ご父母同士、仲間のように感じられ心強いです。

国コミュ１女子の母・父　伊藤有子さん、一弘さん

※支部懇談会へ参加した本部役員のレポートです。
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